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〔
書
　
評
〕

平
井
岳
哉
著
『
戦
後
型
企
業
集
団
の
経
営
史
─
石
油
化
学
・
石
油
か
ら
み
た
三
菱
の
戦
後

─
』

鈴　

木　

恒　

夫

　

本
書
は
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
石
油
化
学
と

石
油
を
通
し
て
、
戦
後
の
三
菱
と
い
う
企
業
集
団
を
分
析
し
よ
う
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
企
業
集
団
を
論
じ
る
と
き
に
欠
か
せ

な
い
銀
行
と
商
社
で
は
な
く
て
、
石
油
化
学
と
石
油
を
選
ん
だ
意
味

は
何
処
に
あ
る
の
か
、
そ
し
て
こ
の
視
点
に
よ
っ
て
何
が
明
ら
か
に

な
っ
た
の
か
、
こ
れ
が
本
書
の
書
評
の
中
心
課
題
で
あ
る
。
狙
い
な

ど
は
す
べ
て
序
章
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
、
本
書
の
構
成
に

即
し
て
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。
そ
の
前
に
、
章
別
構
成
を
記

し
て
お
こ
う
。

　

序
章　

問
題
意
識
と
意
義

　

第
一
部　

財
閥
か
ら
戦
後
型
企
業
集
団
へ
の
移
行

第
一
章　

戦
後
型
企
業
集
団
の
形
成
─
─
財
閥
か
ら
横
の
企
業

集
団
へ
の
移
行
過
程

第
二
章　

戦
後
の
商
号
・
商
標
管
理
に
お
け
る
内
容
変
化

第
三
章　

シ
ニ
ア
経
営
者
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
企
業
間
調
整

第
四
章　

財
閥
時
の
人
事
施
策
と
戦
後
の
企
業
集
団
へ
の
影
響

　

第
二
部　

共
同
行
動
に
よ
る
成
功
事
例
─
─
四
日
市
旧
海
軍
燃
料

廠
の
払
い
下
げ
と
石
油
化
学
工
業
へ
の
進
出

第
五
章　

三
菱
に
お
け
る
化
学
企
業
の
変
遷
─
─
第
二
次
大
戦

終
戦
直
後
ま
で
の
経
緯
と
概
観

第
六
章　

三
菱
商
事
の
再
合
同
時
に
お
け
る
石
油
商
権
の
集
約

化
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第
七
章　

四
日
市
の
旧
海
軍
燃
料
廠
の
払
い
下
げ

第
八
章　

三
菱
油
化
の
設
立
─
─
三
菱
グ
ル
ー
プ
の
石
油
化
学

工
業
へ
の
進
出

第
九
章　

三
菱
商
事
に
お
け
る
石
油
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開

　

第
三
部　

企
業
集
団
内
に
お
け
る
メ
ン
バ
ー
企
業
間
の
相
克
と
決

着

第
一
〇
章　

三
菱
化
成
の
石
油
化
学
へ
の
進
出

第
一
一
章　

四
日
市
に
お
け
る
公
害
発
生
と
三
菱
油
化

第
一
二
章　

エ
チ
レ
ン
年
産
三
〇
万
ト
ン
基
準
の
設
定
と
三
菱

系
二
社
の
動
向

第
一
三
章　

三
菱
化
成
と
三
菱
油
化
の
合
併

第
一
四
章　

三
菱
商
事
に
お
け
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
事
業
の
展
開

第
一
五
章　

三
菱
石
油
と
日
本
石
油
の
合
併

終
章　

概
要
と
考
察

　

序
章
で
は
、
対
象
と
分
析
視
角
が
提
示
さ
れ
る
。「
本
書
は
、
第
二

次
大
戦
後
の
三
菱
グ
ル
ー
プ
の
歴
史
を
考
察
す
る
」
と
さ
れ
る
。
大

戦
後
に
生
ま
れ
た
企
業
集
団
で
は
「
お
互
い
に
対
等
な
メ
ン
バ
ー
と

し
て
」
関
わ
っ
た
が
ゆ
え
に
、「
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
共
同
行
動
に
は

限
界
が
あ
り
、
自
社
の
利
益
を
優
先
し
て
、
グ
ル
ー
プ
行
動
か
ら
の

離
脱
や
他
の
メ
ン
バ
ー
企
業
と
の
対
立
も
い
と
わ
な
か
っ
た
」
と
い

う
。
こ
う
し
た
視
点
を
前
提
に
し
て
、「
企
業
集
団
の
構
成
要
素
と
し

て
の
メ
ン
バ
ー
企
業
に
、
ど
う
い
っ
た
行
動
原
理
が
機
能
し
て
い
た

か
に
つ
い
て
具
体
的
な
考
察
を
行
う
」
と
宣
言
す
る
。

　

方
法
的
に
は
経
営
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
の
考
察
を
行
う
と
い
う
。
経

営
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
、「
企
業
の
経
営
活
動
は
、
過
去
か
ら
現
在

に
至
る
ま
で
の
活
動
の
積
み
重
ね
と
そ
の
流
れ
の
上
に
あ
る
と
い
う

考
え
方
」
で
あ
り
、
分
析
の
主
た
る
対
象
を
各
企
業
に
置
く
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
故
本
書
で
は
、「
企
業
集
団
を
一
つ
の
総
体
的
な
組
織
で

は
な
く
、
個
性
豊
か
な
メ
ン
バ
ー
企
業
か
ら
な
る
組
織
で
あ
る
と
の

認
識
に
立
」
っ
て
各
構
成
企
業
の
企
業
行
動
を
明
ら
か
に
す
る
一
方

で
、「
単
一
組
織
」
と
し
て
の
企
業
集
団
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
考
察

を
加
え
る
。

　

考
察
の
意
義
と
し
て
は
、
第
一
に
、
大
戦
後
の
三
菱
財
閥
か
ら
三

菱
グ
ル
ー
プ
へ
の
移
行
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
あ
り
、
第
二

に
、
四
日
市
燃
料
廠
の
払
い
下
げ
と
石
油
化
学
第
一
期
計
画
を
詳
細

に
分
析
し
た
こ
と
で
あ
る
。
特
に
後
者
の
問
題
は
、
共
同
行
動
や
戦

前
戦
後
で
の
化
学
工
業
の
変
化
、
そ
し
て
戦
後
の
花
形
産
業
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
取
り
上
げ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
産
業
で
あ
る
と
言
う
。

　

第
一
章
で
は
、
社
長
会
の
発
足
ま
で
が
分
析
さ
れ
る
。
第
二
次
大

戦
前
か
ら
機
能
し
て
き
た
三
菱
本
社
総
務
部
に
よ
る
管
理
・
統
括
体
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制
か
ら
、
大
戦
後
、
本
社
が
解
体
さ
れ
て
財
閥
傘
下
企
業
が
独
立
し

て
い
く
過
程
で
、
財
閥
の
商
号
問
題
を
契
機
に
生
じ
た
各
社
の
共
通

利
害
の
状
況
を
契
機
に
、
三
菱
本
社
総
務
部
長
で
あ
っ
た
石
黒
俊
夫

の
主
導
に
よ
っ
て
メ
ン
バ
ー
企
業
の
凝
集
力
が
生
ま
れ
、
管
理
統
括

の
場
で
は
な
い
が
、
調
整
の
場
と
し
て
の
社
長
会
が
発
足
し
た
と
い

う
。

　

第
二
章
で
は
、
戦
後
の
商
号
・
商
標
管
理
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て

い
る
。
商
号
の
禁
止
は
そ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
ブ
ラ
ン
ド
の
毀

損
を
招
く
だ
け
で
な
く
、
商
号
の
変
更
に
伴
っ
て
多
大
の
経
費
が
か

か
る
。
三
菱
で
は
、
戦
前
か
ら
商
号
・
商
標
の
認
識
が
甘
く
、
管
理

を
十
分
に
は
行
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
戦
後
、
社
長
会
が
商
号

の
管
理
を
行
う
よ
う
に
な
り
、
三
菱
合
資
が
保
有
し
て
い
た
商
号
を

傘
下
企
業
に
委
譲
す
る
一
方
、
販
売
担
当
と
し
て
商
号
を
保
有
し
て

き
た
三
菱
商
事
も
解
散
に
伴
っ
て
商
号
を
製
造
企
業
に
委
譲
し
て
い
っ

た
。
三
井
、
住
友
、
三
菱
で
は
、
財
閥
家
族
の
反
対
に
も
拘
わ
ら
ず
、

社
長
会
が
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
意
味
で
、
社
長
会
の
存

続
意
義
、
傘
下
企
業
の
凝
集
力
の
根
源
と
し
て
商
号
・
商
標
管
理
が

あ
っ
た
と
す
る
。

　

第
三
章
で
は
、
タ
イ
ト
ル
の
通
り
、
戦
後
、
主
役
と
な
っ
た
企
業

の
結
束
を
保
つ
た
め
に
、
グ
ル
ー
プ
企
業
間
で
シ
ニ
ア
経
営
者
が
果

た
し
た
調
整
機
能
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
言
わ
れ
て
き
た

よ
う
な
、「
グ
ル
ー
プ
全
体
に
共
通
す
る
事
項
や
対
政
府
な
ど
対
外
交

渉
を
と
も
な
う
事
項
に
つ
い
て
」
補
完
的
立
場
と
し
て
関
与
し
た
の

で
は
な
く
、「
企
業
間
調
整
に
お
い
て
主
導
的
な
役
割
を
担
っ
た
」
の

で
あ
る
。
調
整
は
、
シ
ニ
ア
経
営
者
と
現
役
の
経
営
者
か
ら
な
る
委

員
会
や
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
会
合
、
さ
ら
に
は
金
曜
会
（
社
長
会
）

に
出
席
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
こ
う
し
た
調
整
が
可
能
で

あ
っ
た
の
は
、
財
閥
時
代
か
ら
続
い
た
人
的
関
係
や
三
菱
銀
行
の
資

金
力
と
加
藤
武
男
個
人
の
力
量
に
求
め
ら
れ
る
。
一
方
、
商
号
・
商

標
問
題
、
三
菱
商
事
の
合
同
問
題
、
石
油
化
学
工
業
へ
の
進
出
な
ど
、

グ
ル
ー
プ
全
体
に
関
わ
る
問
題
で
は
、
現
役
経
営
者
の
経
営
能
力
に

限
界
が
あ
っ
た
か
ら
で
も
あ
る
、
と
い
う
。
シ
ニ
ア
経
営
者
に
よ
る

調
整
は
、
一
九
五
〇
年
代
ま
で
で
あ
り
、
一
九
六
〇
年
代
に
入
る
と
、

現
役
社
長
を
中
心
と
し
た
金
曜
会
が
、
そ
れ
ま
で
の
人
的
つ
な
が
り

に
よ
る
運
営
か
ら
、
制
度
的
な
運
営
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

第
四
章
で
は
、
巷
間
、「
人
の
三
井
、
組
織
の
三
菱
、
結
束
の
住

友
」
と
言
わ
れ
る
企
業
集
団
の
違
い
を
、
本
社
を
含
む
財
閥
の
形
成

過
程
と
財
閥
時
代
に
お
け
る
人
事
政
策
の
相
違
か
ら
説
明
さ
れ
る
。
ま

た
、
三
菱
と
住
友
で
は
中
核
事
業
部
門
か
ら
分
離
独
立
し
て
出
来
た

会
社
で
あ
る
こ
と
も
、
結
束
を
高
め
た
要
因
で
あ
る
と
す
る
。
戦
後
、
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こ
う
し
た
人
事
に
基
盤
を
お
い
た
結
束
力
は
一
世
代
持
続
す
る
と
と

も
に
、
組
織
の
潤
滑
剤
・
接
着
剤
と
し
て
機
能
し
た
と
い
う
。

　

第
五
章
は
、「
戦
後
に
お
け
る
三
菱
系
企
業
の
四
日
市
で
の
行
動
を

理
解
す
る
前
提
と
し
て
、
戦
前
の
三
菱
財
閥
に
お
け
る
化
学
企
業
の

変
遷
を
概
観
」
し
た
も
の
で
あ
る
。
三
菱
財
閥
で
は
、
一
九
三
四
年
、

日
本
タ
ー
ル
が
設
立
さ
れ
る
。
同
社
は
日
本
化
成
と
改
称
さ
れ
た
後
、

戦
時
期
、
新
興
人
絹
を
合
併
し
、
一
九
四
四
年
に
は
旭
硝
子
を
合
併

す
る
と
と
も
に
三
菱
化
成
工
業
へ
と
社
名
を
変
更
し
た
。
第
二
次
大

戦
後
、
こ
れ
ら
三
社
は
分
離
独
立
し
、「
戦
後
は
再
び
独
立
の
道
を
そ

れ
ぞ
れ
志
向
し
た
」。

　

第
六
章
で
は
、
三
菱
商
事
の
石
油
商
権
を
め
ぐ
っ
て
戦
前
か
ら
戦

後
の
合
同
の
時
期
ま
で
、
三
井
物
産
の
石
油
商
権
の
変
遷
と
比
較
し

て
分
析
さ
れ
て
い
る
。
戦
前
、
三
菱
商
事
は
ア
メ
リ
カ
の
タ
イ
ド

ウ
ォ
ー
タ
ー
石
油
と
提
携
し
、
一
九
三
一
年
、
両
社
の
共
同
出
資
に

よ
っ
て
三
菱
石
油
が
設
立
さ
れ
た
。
大
戦
後
、
三
井
物
産
で
は
石
油

商
権
は
ゼ
ネ
ラ
ル
物
産
が
引
き
継
ぎ
、
五
八
年
に
は
ゼ
ネ
ラ
ル
石
油

を
設
立
し
て
石
油
精
製
業
に
ま
で
進
出
し
た
。
大
戦
後
、
三
菱
商
事

の
燃
料
部
の
従
業
員
は
三
菱
石
油
に
移
籍
し
た
も
の
の
、
石
油
商
権

は
三
菱
商
事
に
統
合
さ
れ
て
い
っ
た
。
ゼ
ネ
ラ
ル
物
産
は
三
井
物
産

の
合
同
に
参
加
し
な
か
っ
た
が
、
三
菱
商
事
で
は
商
事
自
身
が
保
有

し
て
い
る
三
菱
の
商
標
管
理
の
問
題
も
あ
っ
て
、
三
菱
商
事
の
合
同

は
三
菱
系
企
業
か
ら
も
要
望
さ
れ
、
計
画
的
に
進
め
ら
れ
た
と
す
る
。

　

第
七
章
は
、
四
日
市
の
第
二
海
軍
燃
料
廠
、
徳
山
の
第
三
海
軍
燃

料
廠
お
よ
び
岩
国
の
陸
軍
燃
料
廠
の
払
い
下
げ
に
つ
い
て
、
石
油
企

業
の
動
向
と
政
府
自
身
の
方
針
を
巡
る
一
連
の
駆
け
引
き
、
更
に
は

ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
西
側
諸
国
へ
の
配
慮
を
通
し
て
決
定

さ
れ
て
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
と
、
そ
の
結
果
誕
生
し
た
石
油
精
製
企
業

と
石
油
化
学
企
業
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
四
日
市

の
燃
料
廠
は
、
英
蘭
資
本
の
シ
ェ
ル
石
油
に
つ
な
が
り
の
あ
る
昭
和

石
油
と
三
菱
系
グ
ル
ー
プ
に
、
徳
山
の
そ
れ
は
出
光
興
産
に
、
岩
国

の
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
カ
ル
テ
ッ
ク
ス
と
資
本
提
携
を
結
ん
で
い
た

興
亜
石
油
と
三
井
石
油
化
学
に
、
そ
れ
ぞ
れ
払
い
下
げ
ら
れ
た
。
こ

れ
は
、
戦
前
期
に
、
化
学
工
業
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
日
本
窒
素
や
昭

和
電
工
な
ど
の
新
興
財
閥
に
代
わ
っ
て
、
旧
三
大
財
閥
系
企
業
が
、
石

油
化
学
産
業
を
舞
台
に
し
て
後
発
性
を
脱
却
し
つ
つ
、
新
た
な
時
代

を
切
り
開
い
て
い
っ
た
端
緒
と
な
っ
た
と
言
う
。

　

第
八
章
で
は
、
石
油
化
学
第
一
期
計
画
に
つ
い
て
、
三
菱
油
化
を

中
心
と
し
つ
つ
、
三
井
石
油
化
学
と
住
友
化
学
に
も
言
及
し
な
が
ら

通
産
省
主
導
の
事
業
化
計
画
が
分
析
さ
れ
る
。
通
産
省
は
、
当
初
か

ら
、
資
金
力
や
販
売
力
そ
し
て
技
術
力
の
面
か
ら
旧
財
閥
系
企
業
の
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進
出
を
期
待
す
る
一
方
、
ナ
フ
サ
を
原
料
と
し
、
エ
チ
レ
ン
と
ス
チ

レ
ン
を
主
要
な
誘
導
品
と
す
る
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
方
式
を
目
指
し
た
。
三

井
石
油
化
学
と
住
友
化
学
の
石
油
化
学
工
業
へ
の
取
り
組
み
を
概
観

し
た
の
ち
、
三
菱
油
化
の
設
立
と
そ
の
後
の
展
開
を
記
す
。
当
初
、
三

菱
化
成
と
シ
ェ
ル
に
よ
る
共
同
事
業
と
し
て
進
め
ら
れ
た
が
、
計
画

が
大
型
化
す
る
に
伴
っ
て
三
菱
グ
ル
ー
プ
全
体
で
、
石
油
化
学
事
業

を
推
進
す
る
こ
と
と
な
り
、
一
九
五
六
年
、
三
菱
油
化
が
設
立
さ
れ

た
。
油
化
の
設
立
に
お
い
て
は
、
当
初
、
シ
ニ
ア
経
営
者
の
調
整
や

三
菱
化
成
の
協
力
に
よ
っ
て
事
業
化
が
進
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
、
油

化
自
身
の
利
害
を
優
先
し
て
、
誘
導
品
の
拡
大
や
他
社
と
の
提
携
が

進
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
事
業
化
が
推
進
さ
れ
た
三
菱
油
化
に
対
す

る
三
菱
グ
ル
ー
プ
企
業
の
態
度
は
、
リ
ス
ク
分
散
と
し
て
の
共
同
事

業
と
い
う
よ
り
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
獲
得
す
る
た
め
に
関
与

し
た
と
結
論
す
る
。

　

第
九
章
で
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
三
菱
商
事
の
石
油
ビ
ジ
ネ
ス
に

つ
い
て
、
三
井
物
産
と
の
比
較
を
通
し
て
論
じ
ら
れ
る
。
大
戦
後
、
石

油
ビ
ジ
ネ
ス
の
商
権
と
人
材
が
ゼ
ネ
ラ
ル
物
産
に
集
結
し
た
三
井
物

産
で
は
、
文
字
通
り
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
に
よ
っ
て
石
油
ビ
ジ
ネ

ス
を
進
め
た
。
そ
の
た
め
、
石
油
精
製
は
も
と
よ
り
、
採
掘
事
業
に

ま
で
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
も
の
の
、
リ
ス
ク
管
理
の
点
で
脇
が
甘

く
、
イ
ラ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
石
油
化
学
で
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
大
き
な

痛
手
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
三
菱
商
事
で
は
、
人

材
は
三
菱
石
油
に
流
れ
た
も
の
の
、
商
権
は
維
持
さ
れ
た
ま
ま
で
あ

り
、
こ
の
商
権
の
拡
大
に
伴
い
、
着
実
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
推
し
進
め
る

中
で
人
的
資
源
を
蓄
積
し
、
経
営
資
源
を
強
化
さ
せ
て
い
っ
た
と
い

う
。

　

第
一
〇
章
は
、
三
菱
化
成
の
石
油
化
学
へ
の
進
出
を
巡
っ
て
生
じ

た
企
業
集
団
内
で
の
コ
ン
フ
リ
ク
ト
と
そ
の
決
着
に
つ
い
て
検
討
を

加
え
た
も
の
で
あ
る
。
石
油
化
学
工
業
の
第
二
期
計
画
で
は
、
先
発

企
業
の
拡
張
、
石
油
精
製
企
業
の
新
参
入
と
並
ん
で
三
菱
化
成
の
参

入
が
特
徴
的
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
三
菱
グ
ル
ー
プ
内
で
二
つ
の
会

社
が
競
合
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
三
菱
化
成
は
、
肥

料
産
業
に
代
表
さ
れ
る
旧
来
の
事
業
が
衰
退
す
る
中
で
、
将
来
を
見

据
え
て
石
油
化
学
産
業
へ
の
進
出
を
決
め
た
。
当
初
、
三
菱
化
成
は

油
化
と
の
競
合
を
回
避
し
て
い
た
が
、
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
と
い
う
性
格

上
、
誘
導
品
の
重
複
化
は
避
け
ら
れ
な
い
た
め
、
徐
々
に
両
社
は
競

合
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
三
菱
グ
ル
ー
プ
内
で
は
銀

行
や
長
老
達
が
調
整
を
行
っ
た
が
、
解
決
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
こ

う
し
た
事
態
は
、
三
井
グ
ル
ー
プ
で
も
生
じ
た
。
三
井
石
油
化
学
工

業
と
東
洋
高
圧
・
三
井
化
学
の
間
の
重
複
・
競
合
で
あ
る
。
こ
れ
に



186

つ
い
て
、「
三
菱
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
化
学
系
企
業
の
競
合
は
、
一
方

で
グ
ル
ー
プ
内
の
各
メ
ン
バ
ー
企
業
の
自
立
性
が
発
露
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
」
と
い
う
。

　

第
一
一
章
で
は
、
四
日
市
市
に
お
け
る
公
害
発
生
と
三
菱
油
化
の

対
応
が
検
討
さ
れ
る
。
一
九
五
〇
年
代
末
か
ら
六
〇
年
代
に
か
け
て
、

工
場
排
水
と
亜
硫
酸
ガ
ス
な
ど
の
化
学
物
質
に
よ
る
、
水
質
汚
濁
と

大
気
汚
染
問
題
が
発
生
し
た
。
漁
業
関
係
者
か
ら
は
異
臭
を
放
つ
漁

獲
が
増
え
た
こ
と
へ
の
訴
え
や
一
般
市
民
の
ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患
な

ど
の
問
題
が
次
々
と
明
る
み
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
個

別
規
制
か
ら
一
九
六
七
年
に
は
「
公
害
対
策
基
本
法
」
が
公
布
さ
れ
、

総
合
的
な
対
策
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
四
大
公
害
訴
訟
の

一
つ
で
あ
る
四
日
市
喘
息
訴
訟
で
は
、
三
菱
油
化
は
補
償
金
を
支
払

う
一
方
、
そ
の
後
、
大
気
汚
染
で
は
排
煙
脱
硫
装
置
の
設
置
を
始
め

様
々
な
対
策
を
行
い
、
水
質
汚
濁
に
関
し
て
は
共
同
排
水
処
理
場
の

建
設
な
ど
の
措
置
を
施
し
た
。
公
害
発
生
は
、「
こ
れ
ま
で
の
生
産
効

率
や
売
り
上
げ
を
第
一
優
先
と
し
た
考
え
に
、
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る

も
の
と
な
っ
た
」。

　

第
一
二
章
で
は
、
大
戦
後
の
石
油
化
学
産
業
で
最
も
関
心
を
集
め

た
問
題
、「
エ
チ
レ
ン
年
産
三
〇
万
ト
ン
基
準
の
設
定
」
と
設
備
過
剰

の
問
題
が
扱
わ
れ
る
。
一
九
六
〇
年
代
の
成
長
期
と
七
〇
年
代
の
低

成
長
期
に
つ
い
て
、
そ
し
て
一
九
六
七
年
に
登
場
し
た
年
産
三
〇
万

ト
ン
プ
ラ
ン
ト
の
新
設
基
準
を
巡
る
石
油
化
学
産
業
全
体
の
問
題
と

三
菱
系
企
業
の
対
応
が
分
析
さ
れ
る
。
通
産
省
と
石
油
化
学
業
界
の

合
作
で
あ
る
年
産
三
〇
万
ト
ン
プ
ラ
ン
ト
の
基
準
は
、
当
初
の
意
図

と
は
逆
に
九
つ
の
エ
チ
レ
ン
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
ひ
き
お
こ
し
た
。
そ

の
結
果
、
設
備
は
過
剰
と
な
っ
た
が
、
問
題
は
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま

ら
な
か
っ
た
。
公
害
の
発
生
に
伴
う
環
境
対
策
費
の
計
上
、
石
油

シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
原
料
ナ
フ
サ
の
高
騰
、
更
に
、
欧
米
企
業
に
よ
る

東
南
ア
ジ
ア
へ
の
輸
出
攻
勢
と
日
本
国
内
へ
の
輸
入
拡
大
と
い
う
、
構

造
的
か
つ
世
界
的
な
規
模
で
の
地
殻
変
動
に
見
舞
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
時
期
、
三
菱
油
化
は
、
そ
れ
ま
で
の
四
日
市
で
の
設
備
を
拡
張

す
る
一
方
、
茨
城
県
鹿
島
に
進
出
し
て
い
っ
た
。
三
菱
化
成
は
、
水

島
地
区
で
旭
化
成
、
日
本
鉱
業
と
共
同
で
エ
チ
レ
ン
セ
ン
タ
ー
を
建

設
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
エ
チ
レ
ン
セ
ン
タ
ー
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
と
構

造
的
な
経
済
変
動
に
よ
っ
て
、
石
油
化
学
業
界
は
そ
れ
ま
で
に
な
い

試
練
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
大
き
く
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、

誘
導
品
の
構
成
は
相
互
に
似
て
き
て
、
す
べ
て
の
エ
チ
レ
ン
セ
ン
タ
ー

は
、
同
質
化
す
る
と
と
も
に
設
備
の
過
剰
を
も
た
ら
し
た
こ
と
で
あ

る
。
第
二
は
、
経
済
変
動
に
伴
っ
て
誘
導
品
を
消
化
す
る
企
業
で
の

需
給
を
巡
っ
て
調
整
が
難
航
し
、
生
産
調
整
が
機
動
的
に
行
え
な
く
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な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
エ
チ
レ
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
同
質
化

し
余
剰
の
施
設
を
抱
え
て
い
た
た
め
に
、
交
渉
力
は
弱
く
、
徐
々
に

弱
体
化
し
て
い
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

　

第
一
三
章
で
は
、
三
菱
化
成
と
油
化
の
合
併
に
よ
っ
て
三
菱
化
学

が
誕
生
し
た
経
緯
が
分
析
さ
れ
る
。
一
九
八
三
年
に
公
布
さ
れ
た
「
特

定
産
業
構
造
改
善
臨
時
措
置
法
」
に
指
定
さ
れ
た
石
油
化
学
産
業
で

は
、
共
販
会
社
の
設
立
と
過
剰
設
備
の
廃
棄
処
理
が
課
題
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
一
九
八
三
年
以
降
、
世
界
的
な
景
気
回
復
に
よ
っ
て
石
油

化
学
各
社
の
中
に
は
設
備
の
再
稼
働
を
す
す
め
る
も
の
も
出
て
き
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
油
化
は
多
角
化
を
目
指
し
た
も
の
の
う
ま
く
い
か

ず
、
石
油
化
学
専
業
メ
ー
カ
ー
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
結
果
、
四

日
市
で
の
プ
ラ
ン
ト
再
稼
働
と
鹿
島
で
の
新
設
を
決
断
し
た
。
一
方
、

三
菱
化
成
は
、
既
に
総
合
化
学
メ
ー
カ
ー
で
あ
っ
た
が
、
新
た
に
情

報
事
業
と
医
薬
品
事
業
へ
と
多
角
化
を
進
め
た
。
そ
の
結
果
、
バ
ブ

ル
経
済
の
崩
壊
と
と
も
に
、
油
化
の
事
業
は
行
き
詰
ま
り
を
見
せ
た
。

三
菱
化
成
も
今
後
の
発
展
を
考
え
た
と
き
、
単
独
で
は
限
界
が
あ
る

と
の
認
識
に
立
ち
、
両
社
は
、
三
菱
銀
行
の
仲
介
に
よ
っ
て
一
九
九

三
年
に
合
併
し
、
三
菱
化
学
と
な
っ
た
。
三
菱
化
学
は
効
率
の
良
い

鹿
島
と
水
島
で
の
設
備
を
活
か
し
つ
つ
、
四
日
市
を
高
付
加
価
値
型

製
品
の
生
産
拠
点
と
し
た
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
五
年
、
持
株
会
社
三

菱
ケ
ミ
カ
ル
が
設
立
さ
れ
る
と
と
も
に
、
二
〇
一
〇
年
、
三
菱
レ
イ

ヨ
ン
を
合
併
し
、
汎
用
製
品
か
ら
高
機
能
製
品
へ
の
転
換
を
進
め
た
。

四
日
市
の
プ
ラ
ン
ト
新
設
と
廃
棄
は
、
文
字
通
り
、
日
本
の
石
油
化

学
産
業
が
辿
っ
た
軌
跡
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

第
一
四
章
で
は
三
菱
商
事
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
事
業
の
展
開
が
、
時
系
列
的

に
検
討
さ
れ
る
。
日
本
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
水
力
・
石
炭
・

石
油
と
い
う
燃
料
源
と
ガ
ス
会
社
や
電
力
会
社
と
い
う
需
要
家
側
か

ら
振
り
返
る
中
で
、
公
害
問
題
の
発
生
を
契
機
に
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
需
要
が

生
ま
れ
、
一
九
六
九
年
、
日
本
で
初
め
て
ア
ラ
ス
カ
か
ら
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の

輸
入
が
実
現
し
た
。
そ
の
後
三
菱
商
事
は
自
ら
リ
ス
ク
を
負
い
つ
つ
、

東
京
ガ
ス
や
東
京
電
力
へ
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
功
さ
せ
て
い
っ

た
。
そ
の
象
徴
が
ブ
ル
ネ
イ
に
お
け
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
事
業
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
ガ
ス
田
の
探
鉱
・
開
発
か
ら
、
液
化
・
輸
送
そ
し
て
輸
入
代
行

に
至
る
ま
で
全
事
業
領
域
を
カ
バ
ー
す
る
事
業
で
あ
っ
た
。
も
っ
と

も
、
石
油
資
源
と
同
様
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
も
相
手
国
の
政
府
と
の
交
渉
ご
と

に
な
る
た
め
に
、
時
に
は
、
理
不
尽
と
も
思
え
る
よ
う
な
契
約
の
改

定
を
迫
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
中
で
三
菱
商

事
は
、
徐
々
に
経
営
資
源
を
蓄
積
し
、
組
織
能
力
を
高
め
て
い
っ
た
。

　

第
一
五
章
で
は
、
三
菱
石
油
の
日
本
石
油
へ
の
合
併
が
分
析
さ
れ

る
。
三
菱
石
油
は
三
菱
商
事
か
ら
の
支
援
を
受
け
つ
つ
も
、
大
株
主
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の
タ
イ
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
か
ら
の
圧
力
に
よ
っ
て
、
川
下
で
あ
る
石
油

化
学
へ
の
進
出
を
断
念
さ
せ
ら
れ
、
中
位
の
石
油
企
業
に
甘
ん
じ
て

い
た
が
、
一
九
七
四
年
に
起
き
た
水
島
で
の
重
油
流
出
事
故
に
よ
っ

て
多
額
の
補
償
金
支
払
い
が
の
し
か
か
り
、
こ
れ
以
降
、
自
立
へ
の

道
を
探
る
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
は
三
菱
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
ゲ
テ
ィ
石

油
が
保
有
し
て
い
る
株
式
の
買
戻
し
を
行
い
、
三
菱
商
事
を
親
会
社

と
す
る
体
制
へ
と
転
換
し
た
。
こ
う
し
た
環
境
変
化
に
対
応
し
て
三

菱
石
油
は
川
上
・
川
下
へ
の
事
業
展
開
を
進
め
た
が
バ
ブ
ル
経
済
の

崩
壊
と
と
も
に
、
積
極
的
な
事
業
展
開
が
裏
目
と
な
っ
て
、
企
業
合

同
を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
三
菱
商
事
が
仲
介
し
て
日

本
石
油
と
の
合
併
が
実
現
し
た
。
三
菱
グ
ル
ー
プ
全
体
か
ら
の
安
全

ネ
ッ
ト
が
な
か
っ
た
の
は
、
そ
の
分
、
親
会
社
で
あ
る
三
菱
商
事
の

厳
し
い
判
断
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　

終
章
は
、
こ
れ
ま
で
を
要
約
し
た
の
ち
、
考
察
を
記
す
。
メ
ン
バ
ー

企
業
に
は
、
自
社
の
自
律
性
を
重
視
す
る
遠
心
力
と
三
菱
グ
ル
ー
プ

の
結
束
力
を
重
視
す
る
求
心
力
の
両
方
が
働
い
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
、

成
長
を
図
る
う
え
で
自
社
単
独
で
で
き
る
場
合
に
は
遠
心
力
が
、
単

独
で
の
対
応
が
不
十
分
な
場
合
に
は
他
社
と
の
協
調
的
行
動
が
生
ま

れ
た
と
い
い
、
こ
の
行
動
を
大
戦
後
の
時
期
に
当
て
は
め
て
考
察
す

る
。
戦
後
初
期
に
は
求
心
力
が
、
高
度
成
長
期
に
は
遠
心
力
が
、
一

九
九
〇
年
代
以
降
に
は
再
び
求
心
力
が
働
い
た
と
す
る
。
三
菱
石
油

を
事
例
に
、
三
菱
グ
ル
ー
プ
が
救
済
す
る
か
否
か
の
分
岐
点
は
、
救

済
さ
れ
る
「
各
企
業
に
お
け
る
経
営
能
力
に
依
拠
さ
れ
」
た
の
だ
と

い
う
。
最
後
に
結
論
と
し
て
、「
戦
後
型
企
業
集
団
の
三
菱
グ
ル
ー
プ

で
は
、
各
メ
ン
バ
ー
企
業
の
自
立
性
と
い
う
自
己
裁
量
を
ベ
ー
ス
と

し
て
企
業
集
団
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
メ
ン
バ
ー
企
業
間
で
の
事
業

競
合
が
生
じ
た
場
合
で
も
、
関
係
企
業
間
に
お
け
る
事
前
・
事
後
の

談
合
的
な
調
整
の
一
方
で
、
む
し
ろ
時
間
を
か
け
て
で
も
メ
ン
バ
ー

企
業
を
含
め
た
市
場
で
の
企
業
間
競
争
を
通
じ
た
自
然
淘
汰
的
な
決

着
に
解
決
を
委
ね
る
方
法
も
同
時
並
行
的
に
機
能
し
て
い
た
の
で
あ

る
」
と
記
す
。

　

本
書
の
優
れ
た
点
は
、
財
閥
解
体
か
ら
企
業
集
団
の
形
成
、
四
日

市
で
の
石
油
化
学
産
業
の
誕
生
か
ら
石
油
危
機
後
の
低
成
長
期
に
お

け
る
合
併
ま
で
を
詳
細
に
分
析
し
た
こ
と
で
あ
る
。
特
に
後
者
の
点

は
、
著
者
が
も
と
も
と
研
究
を
進
め
て
き
た
分
野
で
も
あ
る
か
ら
、
石

油
化
学
工
業
全
般
の
流
れ
が
理
解
で
き
る
。
三
菱
グ
ル
ー
プ
に
お
け

る
石
油
ビ
ジ
ネ
ス
で
も
三
菱
商
事
と
三
菱
石
油
の
関
係
を
歴
史
的
淵

源
に
ま
で
遡
り
つ
つ
、
外
国
石
油
資
本
と
の
関
係
を
も
視
野
に
入
れ

て
分
析
を
加
え
た
こ
と
で
、
日
本
に
お
け
る
石
油
ビ
ジ
ネ
ス
の
特
質
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が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
も
大
事
な
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
問
題
点

も
あ
る
。
こ
こ
で
は
三
つ
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
い
。
第
一
は
方
法

的
な
問
題
、
第
二
は
分
析
対
象
の
問
題
、
第
三
は
分
析
視
角
の
問
題

で
あ
る
。

　

第
一
点
の
方
法
的
な
問
題
か
ら
考
え
よ
う
。
本
書
の
序
章
冒
頭
、
著

者
は
「
本
書
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
三
菱
グ
ル
ー
プ
の
歴
史
を
考
察

す
る
も
の
で
あ
る
」
と
記
す
。
グ
ル
ー
プ
の
歴
史
を
対
象
と
し
て
取

り
上
げ
、「
経
営
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
の
考
察
を
行
う
」
と
宣
言
す
る
。

こ
こ
で
言
う
経
営
史
的
方
法
と
は
、「
分
析
の
主
た
る
対
象
を
各
企
業

に
置
き
、
そ
の
個
性
豊
か
な
主
体
性
を
分
析
の
主
た
る
対
象
」
と
す

る
点
に
特
徴
が
あ
る
と
い
う
。
各
企
業
を
分
析
の
対
象
と
す
る
方
法

で
、
企
業
集
団
、
企
業
グ
ル
ー
プ
と
い
う
「
組
織
」
が
分
析
で
き
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
企
業
で
は
問
題
は
生
じ
な
い

が
、
三
菱
グ
ル
ー
プ
と
い
う
「
組
織
」
を
経
営
史
的
方
法
で
分
析
す

る
こ
と
が
可
能
な
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
本
書
で
は
、
三
菱
グ

ル
ー
プ
で
あ
れ
社
長
会
で
あ
れ
、
そ
こ
に
は
個
性
豊
か
な
企
業
の
活

動
が
浮
か
び
上
が
っ
て
こ
な
い
。「
単
一
の
組
織
と
し
て
の
企
業
集

団
」
と
い
う
以
上
、
そ
こ
に
は
階
層
的
な
意
思
決
定
の
あ
り
方
と
求

心
力
や
調
整
役
と
い
う
構
造
的
な
仕
組
み
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
視
点
が
な
い
た
め
に
、
三
菱
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
企
業
の
分
析
に

は
成
功
し
て
い
る
が
、
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
た
企
業
グ
ル
ー
プ
は

生
き
た
実
体
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
企
業
集
団
の
メ

ン
バ
ー
が
「
お
互
い
に
対
等
な
メ
ン
バ
ー
」
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。

　

四
日
市
に
お
け
る
公
害
で
も
同
様
で
あ
る
。
経
営
史
的
ア
プ
ロ
ー

チ
で
は
、
四
日
市
市
で
の
公
害
発
生
は
、「
こ
れ
ま
で
の
生
産
効
率
や

売
り
上
げ
を
第
一
優
先
と
し
た
考
え
に
、
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
も
の

と
な
っ
た
」
と
い
う
よ
う
に
、
企
業
側
か
ら
の
み
の
評
価
で
終
わ
っ

て
い
る
。
公
害
と
い
う
社
会
的
な
事
件
に
対
し
て
、
経
営
史
的
ア
プ

ロ
ー
チ
の
も
つ
危
う
さ
が
露
呈
さ
れ
て
い
る
。

　

第
二
点
は
、
企
業
グ
ル
ー
プ
の
分
析
を
石
油
化
学
と
石
油
ビ
ジ
ネ

ス
を
通
し
て
考
察
し
た
こ
と
で
あ
る
。
二
つ
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
グ
ル
ー

プ
の
中
心
的
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
な
い
。
つ
ま
り
こ
の
事
業
は
グ
ル
ー
プ

全
体
の
縮
図
を
反
映
し
た
も
の
な
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
日

本
興
業
銀
行
の
頭
取
だ
っ
た
正
宗
猪
早
夫
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う

に
、
企
業
集
団
の
根
幹
に
は
銀
行
と
商
社
が
存
在
す
る
。
決
し
て
、
す

べ
て
の
企
業
は
対
等
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
個
々
の
企
業
活
動
を
追

う
中
で
、
グ
ル
ー
プ
が
対
象
と
な
る
時
に
は
、
い
つ
も
銀
行
か
商
社

が
関
与
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
三
菱
油
化
と
三
菱
化
成
の
合
併
に
つ

い
て
、
以
下
の
事
実
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。「
三
菱
油
化
と
三
菱
化
成
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の
合
併
交
渉
に
あ
た
っ
て
は
、
三
菱
銀
行
頭
取
伊
夫
伎
一
雄
が
両
社

の
仲
介
役
を
果
た
す
と
と
も
に
、
合
併
比
率
な
ど
諸
条
件
の
詰
め
な

ど
で
三
菱
銀
行
が
両
社
の
事
務
局
を
指
導
し
た
」
と
銀
行
の
役
割
を

指
摘
し
な
が
ら
も
、「
両
社
の
合
併
に
向
け
て
の
支
援
は
あ
っ
た
も
の

の
、
両
社
の
合
併
を
三
菱
グ
ル
ー
プ
の
社
長
会
や
銀
行
が
主
導
し
た

形
跡
は
み
ら
れ
な
い
」
と
言
う
。
両
社
の
メ
イ
ン
バ
ン
ク
で
あ
る
三

菱
銀
行
の
役
割
、
利
害
を
十
分
に
考
慮
し
て
い
な
い
点
も
気
に
な
る
。

そ
も
そ
も
合
併
比
率
を
三
菱
銀
行
が
指
導
し
た
こ
と
自
体
、
合
併
が

銀
行
主
導
だ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

第
三
点
は
、
本
書
が
対
象
と
し
た
第
二
次
大
戦
後
か
ら
一
九
九
〇

年
代
以
降
バ
ブ
ル
崩
壊
ま
で
の
時
期
区
分
が
明
瞭
で
な
い
こ
と
で
あ

る
。
著
者
は
、
終
章
で
、
一
九
四
五
年
か
ら
五
五
年
頃
ま
で
、
一
九

五
五
年
か
ら
九
〇
年
ま
で
、
そ
し
て
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
三
つ
に

時
期
区
分
す
る
。
第
一
の
時
期
で
は
、
商
標
・
商
権
そ
し
て
株
式
の

相
互
持
合
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
企
業
集
団
が
結
成
さ
れ
、
第
二
の

時
期
で
は
メ
ン
バ
ー
企
業
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
経
営
活
動
を
行
い
、
環

境
の
激
変
が
あ
っ
た
第
三
期
に
合
併
が
生
じ
た
と
い
う
。
こ
の
時
期

区
分
が
、
日
本
経
済
全
体
の
時
期
区
分
と
ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
の

か
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
日
本
経
済
の
発
展
も
右
の
三

つ
の
時
期
に
区
分
し
た
分
析
が
可
能
な
の
か
、
そ
れ
と
も
三
菱
グ
ル
ー

プ
だ
け
に
当
て
は
ま
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
時
期
区
分

は
、
石
油
化
学
と
石
油
ビ
ジ
ネ
ス
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

石
油
化
学
で
は
一
九
九
四
年
に
油
化
と
化
成
が
合
併
し
、
九
九
年
に

は
三
菱
石
油
が
日
本
石
油
と
合
併
し
た
こ
と
が
そ
の
背
景
に
あ
る
。
三

菱
系
企
業
の
合
併
に
の
み
目
が
奪
わ
れ
て
い
る
た
め
に
、
本
来
論
じ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
バ
ブ
ル
経
済
と
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
、
不
良
債

権
処
理
を
巡
る
銀
行
経
営
の
問
題
を
論
じ
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
時

期
区
分
に
つ
い
て
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
起
き
た
二
つ
の
危
機
を
重

視
す
る
意
見
、
ま
た
一
九
八
五
年
の
プ
ラ
ザ
合
意
を
重
視
す
る
考
え

が
あ
る
中
で
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
を
新
時
代
と
す
る
見
解
の
妥
当

性
と
有
効
性
を
論
じ
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
際
、
第
二
の
論
点
と
深
く
関
わ
る
が
、
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊

と
同
時
に
銀
行
は
多
額
の
不
良
債
権
を
抱
え
こ
み
、
そ
の
結
果
、
銀

行
は
も
は
や
救
済
す
る
余
力
を
失
っ
て
い
っ
た
こ
と
も
考
慮
す
る
必

要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
所
謂
ハ
ゲ
タ
カ
フ
ァ
ン
ド
の
主
導
に
よ

る
合
併
が
進
ん
だ
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
日
本
経
済
全
体
の
時
期
区

分
と
は
別
に
、
本
書
の
よ
う
に
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
と
そ
の
後
の
低
成

長
、
市
場
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
革
命

を
中
心
に
し
て
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
時
期
を
経
営
環
境
の
激
変

期
と
規
定
し
た
場
合
、
一
九
五
五
年
か
ら
一
九
九
〇
年
ま
で
の
時
期
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を
ど
の
よ
う
な
時
期
だ
と
考
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
時
期
を
一
つ

の
時
期
と
し
て
考
え
る
根
拠
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
本
書
で
は
、
同
じ

企
業
集
団
の
中
で
同
種
の
企
業
が
複
数
存
在
す
る
業
種
（
石
油
化
学

と
石
油
）
を
選
ん
だ
結
果
、
成
長
と
相
克
の
時
代
と
し
て
書
か
れ
て

い
る
。
し
か
し
一
方
、
こ
の
時
期
は
、
石
油
化
学
を
例
に
取
れ
ば
、
一

九
六
〇
年
代
の
後
半
の
成
熟
化
の
時
代
、
一
九
七
〇
年
代
で
は
公
害

の
発
生
に
伴
う
環
境
対
策
費
の
計
上
と
石
油
危
機
に
よ
る
ナ
フ
サ
の

高
騰
と
い
う
高
コ
ス
ト
体
制
へ
の
移
行
、
更
に
は
欧
米
企
業
の
日
本

を
含
む
ア
ジ
ア
へ
の
進
出
と
い
う
構
造
変
化
に
よ
っ
て
、
石
油
化
学

企
業
が
弱
体
化
し
た
時
期
で
も
あ
る
。
企
業
は
こ
れ
に
よ
っ
て
す
ぐ

に
衰
退
化
に
向
か
う
の
で
は
な
く
、
外
的
な
変
化
に
対
し
て
従
来
と

同
じ
戦
略
、
即
ち
プ
ラ
ン
ト
拡
大
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
に
よ
っ
て
抵

抗
し
た
後
に
死
（
合
併
）
を
迎
え
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
何
時

の
時
期
を
分
水
嶺
と
見
な
す
か
は
難
し
い
。
難
し
い
が
故
に
、
著
者

の
明
確
な
基
準
と
根
拠
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
そ

れ
こ
そ
が
第
二
次
大
戦
後
の
日
本
経
済
全
体
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し

て
い
る
の
か
、
と
い
う
問
題
の
答
え
だ
か
ら
だ
。

　

そ
の
他
の
メ
ン
バ
ー
企
業
で
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に

し
ろ
、
日
本
経
済
全
体
の
構
造
変
化
と
三
菱
グ
ル
ー
プ
や
三
菱
系
企

業
の
構
造
変
化
と
の
関
係
を
内
在
的
に
論
じ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
即

ち
、
こ
の
時
期
区
分
が
、
本
書
だ
け
の
、
三
菱
グ
ル
ー
プ
だ
け
の
時

期
区
分
な
の
か
否
か
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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岳
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